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1 .

イタリアでは ､ 周知の とお り ､ 生 きるため

にはサ ッ カ ー の 雰囲気を呼吸する術を身につ

けて いな ければな らな い o それは独特の 所作

によ っ て確立された , あ るカルテ ョ の チ
ー ム

のサポ ー タ ー

(tif o s o) にな る とい う , 理想的な

風土であるo こ の よう に, あ るク ラブに与する

ことから ､ 人生と価値の世界とを理解する方

法が 生まれてくる ｡

(1)

A C ミ ラ ンの ( 悪) 名高い 応援団,
｢ 赤 と黒

の旅団+ の 創設メ ンバ
ー

の
一 人で あ っ た ト

ニ
･ ネグリ はイ タ リア の サ ッ カ

ー に つ い て

この よ うに述 べ て い る ｡ ｢ あるカル チ ョ+
-

ネグリに と っ ては A C ミ ラ ンのサ ボ
- タ 一 に

なる と い う こ とは ､
｢ ミ ラノ の 大金融 ブル

ジ ョ ワジ
ー

+
(2) の チ

ー ムで あるイ ンテル
･

ミ

ランに対 し ､ ミ ラノ とい う都市で の 階級闘

争におい て プロ レタリア
- トの ｢ 人生と価

値 の 世界 とを理解する方法+ なの で ある｡

またカル チ ョ はしば しば都市間の 代理戦

争 とも例えられて い る ｡ ｢ 弱い 中央政府を背

景 に､ ミ ラノやトリノ が首都 ロ
ー マ と競い

あい ､ 経済的政治的重み を手に入れ, 地方の

支配階級 と して の 権力を強め よう と して い

る+
( 3) の である ｡ しか し国家の 中で の都市間

･

地域間の ライバ ル 関係をサ ッ カ
ー の 中に見

出 したい の ならス ペイ ンの 方が よ り分か り

易い 例で あろう｡ フ ラ ンコ 政権 の 間に長く

抑圧 さ れ た経験 を持つ ス ペ イ ン諸地域の ､

国家 とは相容れない アイデンテ ィ テ ィ の強

い希求はか の地で の サ ッ カ
ー

の 風土に大き

な影響 を与 えて い る ｡ 目下世界最高の チ
ー

ム に して ス ペイ ン の 首都の チ
-

ムで ある レ

アル ･ マ ドリ ー ドと, 長く ライバ ル関係にあ

る A C バルセ ロ ナ ､ バス ク人しか 選手に取ら

な い こ とで 有名な アス レテ ィ ツ ク
･ ビルバ

オ とい っ た個性的か つ 潤沢な資本に恵 まれ

た ｢ 強い+ チ
ー

ム を持 つ ス ペイ ン の ク ラブ

リ
ー グは 欧州で最 も高い レベ ル にある とい

う評価 を与えられ ､ またサポ
ー タ ー

もそ れ

を誇 り に して い るが , 国家の 代表チ ー ム は

ワ
ー

ル ドカ ッ プや欧州選手権 とい っ た重要

な大会で ベ ス ト 8 どまりとい う不名誉な伝

統 を持 っ て い る ｡

フ ラ ンス のサ ッ カ - はス ペイ ンの 風土 と

は全く対極にある ｡ フ ラ ンス の 代表 チ
ー

ム

は世界最高である ｡ 2 0 0 2 年は屈辱的な成績

を残 して しまい ､ 現時点で の チ
ー ム の 戦力

は世代交代の 失敗､ 結束力の 不足な どの 問

題点を抱え19 9 8 年か ら2 0 0 0 年の黄金時代に

は及ば ないか も しれない が ､ チ
ー

ム を構成

する個々 の 選手たちが畦界で最 も高い レベ

ルにある こ とを疑うこ とはで きない ｡

しか し ､ フ ラ ンス の ク ラブチ
ー

ム が置か

れて い る状況は長く苦 しいもの で あっ たし ,
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現代フ ラ ン ス 及び フ ラ ン コ フ ォ ニ ー

( 仏語圏) における文化社会的変容

現在はか つ て と比較すれ ば ｢ 盛況 にある+ と

言え るか もしれな い もの の ､ イ タリ ア ､ ス ペ

イ ン ､ イ ングラ ン ド､ ドイ ツ ､ オ ランダ と

い っ た欧州各国 の リ ー グに肩 を並 べ て い る

とは とて も言えない ｡ ｢ ク ラブは
一

流､ 代表

は二 流+ と言われ るス ペイ ン に対 して ｢ 代表

は
一

流 ､ ク ラブは 二 流+ の フ ランス の伝統の

原因を ､ パ トリ ッ ク ･ ミ ニ ヨ ンは ｢ ジ ャ コ ピ

ニ スム ( 革命 的中央集権主義) と, パ リ によ

るす べ て の 大 きな決定機関 の 独 占が ､ サ ッ
● ● ● ● ■

●

カ ー

か ら ､ あの サ ッ カ ー に賭け られ る もの

を取り払 っ て しま っ て い る+ (
4) と述 べ て い

る ｡
/て ッシ ョ ン

｢イ ングラ ン ドの欠点が情念の 過多で ある

と したら ､ フ ラ ンス の 欠点は む しろそ の 欠

如だろう+ とい う 問題設定で始 ま るミ ニ ヨ

ンの 議論は ､ そ の 間い にまず ｢ こ れは フ ラン

ス で愛好され ､ 実際にお こ なわれて い る ス

ポ ー

ツ の多様性の 表れ とも言え るだ ろう+ (5)

と答えて みせ る o 確か に , ツ
ー

ル ･ ド ･ フ ラ

ンスやル
･

マ ンの ように輩やか なス ポ
ー

ツ
･

イ ベ ン トに比肩 しうる もの がイ ング ラン ド

に あるか と問わ れ れば ､ あ ま り に もサ ッ

カ ー の影が 渡す ぎる ような気 もす る ｡ しか

し
､ 重要な問題は こ の 答え とは別 の と こ ろ

にある ｡

私たちはイ ングラ ン ドで最もサ ッ カ ー

が

盛 んな地域が ロ ン ドン を別 にすれば , マ ン

チ ェ ス タ -

や リバ プ ー

ル ､

ノ
バ -

ミ ンガム と

い っ た工 業都市で ある こ とを思 い 出さなく

て は い けない ｡ イングラ ンドで ､ サ ッ カ
ー

の

サポ ー タ ー

となる べ く 労働者階級 が上 記の

よう な都市へ 集中した過程が ､ フ ラ ンス に

は欠けて い る ｡

フ ラ ンス のサ ッ カ
ー は今世紀 の初頭か ら ､

大きく言 っ て未だ農村的な社会で発展 してき

た｡ イギリス にお いては 1 91 1 年 に人 口 10 万人

を数える都市が3 6 あっ た が ､
フ ラ ンス は 19 6 0

年 にな っ て も及ばない ｡ 1 9 4 5 年 に は フ ラ ンス

の 人口 の4 5 % は農村的共同体に暮らしてお り ､

1 9 5 0 年代までは フ ランス人の大半は , 大きな

人口密集地帯や大きな産業の ある地域よりは､

行政区分上 の 小都市か小 さなエ業都市に ､ あ

る い は農村部の大きな村で暮 らして いたo (
6)

そ して ､ 勿論多く の 人 々 がパ リ に ｢ 集中

して+ 暮ら して い た｡ サ ッ カ ー に と っ て の 結

果 として の 問題は ､ フ ラ ンス にはパ リ と ヘ

ゲモ ニ ー

を争え る ほ ど の都市が存在 して い

ない ､ と い う こ とで あろ う ｡

こう い っ た歴史過程が以下 の ような状況

をサ ッ カ ー に もた ら したの で ある.

フ ラ ン ス にお い てサ ッ カ - は , そ の 発展期

とそ の後にお い て は中小都市の出来事だ っ た ､

つ ま り現在な らオセ
ー ル

､ ソ シ ョ
ー

､ サ ン テ

テ ィ エ ン ヌ ､ 1 9 5 0 年代 の ランス , ス ダン､ 両

大戦間で い えばアレス ､ セ - ト とい っ た具合

であるo パ リ や マ ルセイ ユ の ような大都市の

クラブは 限られた
一

時期 しか大きな力を発揮

して こなか っ た し, しば しば下部リ
ー

グ落ち

の苦悶はおろか , プ ロ リ
ー

グか らの撤退 , 純然

た る消滅をも味わ っ て い るo (
7)

そ の よ う な状況q) た め ､ フ ラ ンス で は

サ ッ カ - へ の 情念をは ぐく む こ とが困難 で

あ っ た ｡ ク ラ ブ は サポ ー タ ー

とな る べ く

人 々 の 共同体幻想を編成する には あまり に

貧弱な組織で あ っ た と言え るで あろう｡

そ れで は , サ ッ カ ー

に と っ て理想的な風

土 とは い え ない 状況 を生き る ｢ 行政区分上

の 小都市か小 さな工業都市に ､ あるい は農

村部の 大きな村+ に暮らす人々 にと っ ては ､

何が ｢ 人生と価値の 世界と を理解する方法+

とな っ て い るの であろうか ｡

ネグリは ｢ ス タジアム に行 く こ とは ､ 自分

がある階級に帰属して い る こ とを再認識 し ､

《熱狂 tif o》 を通 して独特 の 都市文化 を表現

し
､ アイデンテ ィ テ ィ の ため の 戦 い を交え

る の と同義で あ っ た+ (
8) と述 べ て い る ｡

では , フ ランス 人 に と っ ては ､ どの ような

｢ アイデンテ ィ テ ィ の た めの 戦 い+ がある の

だろうか ｡

2
.

ジ ャ コ ピ ニ ス ム の 理念 にと っ て は ､ フ ラ

ンス 人 の アイデンテ ィ テ ィ とは ｢ フ ラ ンス

人+ で ある こ と意外には存在 しない ｡ こ の 括

弧の つ い た ｢ フ ラ ンス 人+ とは ､ すなわ ち､
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革命の 理念に賛同す る共和国の 市民の こ と

で あり ､ ガリ ア人を祖先に持つ ヨ ー

ロ ッ パ

西部の 白人だけを意味する語 とは な らない ｡

では ｢ 革命の 理 念に賛同する共和 国の市

氏+ とは
一 体誰の こ とになるの か ｡

現状か ら端的に言 っ て しまえば ､ それ は フ

ラ ンス で 出生 した者 とほぼ 同義となる 0 日

本で は在日韓国/ 朝鮮人並び に他 の 日本生

まれで 日本語 しか話せな い ｢ 外国人+ の 存在

が示 して い る よう に ､ 日本人とい う血統が

国籍に 関わ っ て い る ｡ そ の た め日本人 には

民族の 概念 と国民の 概念 とが暖味な ま ま交

じり合い ,
｢ 誰が 日本人なの か ? + とい う問

いは常 に緊張感を畢んだ議論 とな っ て い る ｡

｢ 誰が フ ラ ンス 人な の か ? + とい う 問い

も､ 勿論複雑な議論を呼ぶ の だが ､ しか し法

律が定め る ｢ フ ランス人+ はは っ き りしてい

る ｡

1 9 9 3 年にバス ク ワ三法が可決されるまで ,

親が フ ラ ンス国 籍保持者で ない 場合で も フ

ランス で 出生 した者は自動的にフ ラ ンス 国

籍 を付与 されて い た｡ ( パ ス タワ三 弦とは ､

国籍の 取得 を申告制に変更 した法律で ､ そ

れ に より窓 口 - 国家の 出先機 関で の 却下 も

ありうる ｡ 可決の 背景と して は 8 0 年代か ら

の 国民戦線 の 躍進 に代表される フ ラ ンス社

会の 右傾化並びに エ ス ニ ッ ク化 と い う問題

が 深く関わ っ てお り ､ 非常に重要な の だが

そ の 議論は こ こで は控える ｡)

フ ラ ンス 国籍の 出生地主義の 理念 とは ､

あな た が誰で どこか らきたの か ､ フ ランス

共和国は問わ ない ､ と い う こ とで ある ｡ 民

族 ･ 宗教などの 帰属を不問にし ､ 唯
一

つ の 帰

属先は ｢ フ ランス共和国+ なの で ある ｡ 故に

共和主義原理にお い て は ､ 共和国の 構成員

- ｢ 市民+ は ､ 理念上は差別の ない ｢ 平等+

な存在と して扱われ る ｡ ｢ 人間は､ 生まれな

が ら にして ､ 自由で あり､ 権利にお い て平等

で ある+ (
9) の だ｡ 大革命は ､ カトリ ッ ク教会

とア リス トク ラ シ
ー

の 支配を転覆す るため

に闘われ た ｡ 第三身分の 解放 の ため の重要

な原則で ある , 非宗教化 ､ あるい は世俗主義

と制度化 され た身分差別 の 撤廃にお い て ､

共和国に属する市民は ｢個人+ 以外の 何者 に

もな り得な い ｡

故にフ ラ ンス 共和国の 代表チ
ー

ム は ､
｢選

手構成が ヨ ー

ロ ッ パ の 国に は珍 しい ほ どハ

イ ブリ ッ ド+ (
1 0) で ある こ と を可能と して い

るので ある o 共和国の チ ー

ム は ､ 選手の ｢ 起

源 r o o t+ を問わない o 彼らはそれぞれ の ｢ 個

人+ 的な ｢ 経路 r o ut e+ を経た, 共和国市民

の 代表 と して 青 い ユ ニ フ ォ
ー

ム に身 を ま

と っ てサ ッ カ ー

をす る｡

パ リ生 まれだが ､ ア フ リカ系である こ と

が
一

目で わか る F W の テ ィ エ リ
･

ア ン リは

2 0 0 2 年の ワ ー

ル ドカ ッ プを目前に控 えて い

たイ ンタビ ュ ー で こ の よう に語 っ て い た ｡

ス ポ
ー

ツ は多く の 人々 の'[J を開く こ とがで

きるo
'

9 8 年の チ
ー ム は様 々 な人種や背景を持

つ選手で構成されて い た し､ フ ラ ンス とい う

国の多様性をよく表して い たと思う o 僕たち

が で きる唯
-

の こ とは ,

一

番重要な の は ユ ニ
■ ● ● ● ■

●
■

t ● ● ●

フ ォ
ー ム の 色であ っ て , 肌 の色ではない とい

う こ とを世間に示すこ となんだ｡ 優勝 を決め

たあ の 日 , シ ャ ンゼリゼでは ､ ありとあらゆる

バ ッ クグラウン ドを持つ 人たちが , お 互 い に

抱き合っ たりキス したりして い た ｡
( 川( 強調は

引用者による)

ア ンリ の こ の 発言 は共和国型統合理念を

よ く表 して い る｡ 黒人 ､ ア ラブ人､ ポリネシ

ア 人､ 白人そ の 他それぞれ の 多様な ｢ 肌の

負+ は 重 要 で は な い ｡ ｢ 重 要 な の は ユ ニ

フ ォ
ー ム の 色+ , 共和国の象徴で ある育 と白

と赤の トリ コ ロ
ー

ル(
1 2) で あり ､ そ の 理念の

下で は個人の ｢ あり とあらゆるバ ッ クグラ

ウンド+ = r o o t は 問題 とならない ､ はずであ

る ｡

j .

しか し , こ の よう に言う こ と もで きる ｡

ジ ャ コ バ ン共和国の 三色旗の 下では 人々 は

各々 の ｢ ありとあらゆるバ ックグラウンド+

を問う こ とが不可能で ある ､ と ｡ 人々 は個人

として の ｢ 市民+ - すなわち ｢ フ ラ ンス 人+

以外の 何者にもなる こ とがで きない ｡

ス ペイ ン のサ ッ カ ー の 風土に つ い てもう

一 度考 え て み れば よ い ｡ 世界最 高 の 国内
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リ
ー グを擁 しなが ら ､ 国 家の 代表チ

ー

ム は

｢ 万年 ベス ト 8 + と押揺され て い る ､ ス ペイ

ンで は こ の よ うに言う人 もい る ｡ ｢ 何故 ｢ ス

ペイ ン代表+ が必要な の か ? + カス テ イ リ ア

人とカ タル -

ニ ヤ 人 とバス ク 人 とガリシ ア

人 とア ングル シア人が同 じ
一

つ の ｢ 代表+ を

構成する必要があるの か ､ と｡

こ の 間い が 現実離れだ と言え ない の は ,

既 に ｢ 英国代表+ とい うチ ー ム が ない こ とを

私たちは知 っ て い るか らで ある ｡ ある の は

イ ン グラ ン ド､ ス コ ッ トラ ン ド､ ウ ェ -

ル

ズ ､ 北アイ ル ラ ン ドとい う国家とは違う共

同体 を代表す る チ ー ム だけで ある o そ れ が

ス ペイ ンで不可能なはずはな い ｡ ただ ､ 何故

か そうはな っ て い ない ｡ フ ラ ンコ の 暗か ら

の 制度がそ の ままなん とな く残 っ て い るだ

けか o だか らカタル -

ニ ヤ 人 ,
バ ス ク人 ､ ガ

リシア人そ の 他はス ペイ ン代表に対しては ､

どうせ 大 した活 躍 を し な い とい う こ と も

あ っ て冷淡で ある ｡ 彼 らの 情念は ｢ 国家 に抗

するような共同体+ (
1 3)

､ すなわちリ ー ガの ク

ラブに向けられる ｡

フ ラ ンス の ジ ャ コ ピ ニ ス ム はそ の原理上

｢ 国家に抗するような共 同体+ を認め る こ と

は できない o 共和国市民は ｢ 生 まれながれに

して ､ 自由で あり､ 権利にお い て平等+ な個

人であり , そ の 個人の 集合が ｢ フ ランス+ で

ある ｡

しかし現実 の フ ラ ンス共和 国 とい う国民

国家が完全 に理念的な共同体で ､ 出自 = r o o t

に基づく差別がな い わけでは ､ 全くない ｡ 誰

の こ とを指すの かわ か らない ､
｢ 純粋な フ ラ

ンス人fr a n 与ai s d e s o u c h e+ と い う概念は北米

の W A S P 以上 に役 に立たなくな っ て い る に

し て も , ガリ ア 人 の 子 孫 とい う エ ス ニ シ

テ ィ が ｢ フ ラ ンス+ と い う多か れ少なかれ

｢民族国家+ と呼ばざる を得ない 共同体 の マ

ジ ョリティ で ある こ とは ､ 大革命の 1 8 世紀

はおろか現在 にい た る までそ うで ある ｡ こ

の こ とは ソ ビ エ ト連邦が理念上民族対立は

あり得ない と言うこ とが現実と どれほ ど大

きな敵酷をき たして い たか を考えて みて も､

よく分か る｡

共和国市民 と ｢ フ ランス人+ が実際に等号

で結ばれ て い る以上 , そ の ｢ フ ランス 人+ が

誰を指す言葉な の か は常 に緊張 に充ちた ポ

リ テ ィ クス を抱え て い る ｡ ア ン リに と っ て

は ､ そ れは ｢ 肌 の 色+ で はなく ｢ ユ ニ フ ォ ー

ム の 色+ に よ っ て 決定さ れ る｡ しか し, ア ン

リ と同 じく 9 8 年 ワ
-

ル ドカッ プ優勝時の メ

ンバ
ー だ っ た ､

ニ ュ
ー カ レドニ ア出身の M F

クリス チ ャ ン ･ カ ランブ -

は こう言 っ て い

た｡

私は自分が フ ラ ン ス 人 であると感じた こ と

は 一 度 もな い o 私 は自分が どこか らや っ て き

たの か ､ ど こ の 生まれ であるかを知 っ て い る｡

(】ヰ)

カラ ンブ - の こ の 発言は ､ 共和国型統合理

念 とは相容れな い , 自身の 出自に こだわ っ

た アイデンテ ィ テ ィ の あり方を表してお り ､

当時大 きな物議 を呼 んだ ｡ ジ ャ コ バ ン共和

国は個人に ､
｢ どこからや っ て きたの か , ど

こ の 生ま れ で あ る か+ に 基 づ く アイ デ ン

テ ィ テ ィ を 認め な い こ とは 既 に議論 した ｡

しか し､ そ の 理念がガ リア 人の 子孫で は な

い 人々 に と っ て ､ 平等 を約束す る理念で あ

るか どうか . カ ランブ
-

は信 じてい ない ｡

4 .

フ ランス 共和国の 市民権 を有する こ とが

真の 平等 へ の 足 がか り にならない と疑 っ て

い るの は ､ カラ ンブ - の ように フ ランス で

はな い と こ ろか ら来た人 々 だ けで はな い ｡

ジ ャ コ ピ ニ ス ム とは革命的 中央集権主義 ,

で あり ｢中央+ が ある とい う こ とは常 に ｢ 周

辺+ が存在する ｡ ある い は ､
｢ 中央+ は ｢ 周

辺+ の存在が あっ て は じめて ｢ 中央+ と して

振舞 うこ とが可能 となる ｡

既 に議論 した とお り ､ フ ラ ンス の ような

中央集権国家で は国家の 代表チ
ー

ム が愛さ

れ ､ 地域に基づく ク ラブチ
ー

ム は苦 しい 状

況 に置かれ る ｡ しかし, ネグリが言う ｢ アイ

デンテ ィ テ ィ の ため戦い+ が フ ランスで 全

く戦われて い ない わけで はない ｡
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-

こ う した代表と国家の 再構築に対する地

域か らの 反発 も高ま っ て い るo マ ル セイ ユ ､
コ

ル シ カ､ バ ス クな どでくすぶ る地方の分権と

独立 へ の 情念は ､ こ う した代表とそ の象徴(例

えば､ フ ラ ン ス 国歌) に対する異議申し立て を

生む o
こ れ らの クラブのサポ ー タ ー たちは代

表チ
ー ム をけな し, 国歌演奏をや じる ｡

(15)

2 0 0 2 年 の ワ ー

ル ドカッ プ開幕 に先立つ こ

と1 ケ 月弱､ フ ランス 大統領選挙の 直後にサ

ンドニ の ス タ ッ ド ･ ド ･ フ ランス 行われた フ

ラ ンス ･ カ ッ プの最終戦で は以下の よう な

状況が見 られ た ｡

･ - バ ス テ ィ アとロ リアンの間で争われた フ

ラ ンス ･ カ ッ プ最終戦が シ ラク大統額臨席の

下 ､ パ リ郊外の国立競技場で行われた のだが ,

国歌斉唱の際 , コ ル シカから来た独立派のサ

ポ ー タ ー たちが盛大に野次を飛ば し､ 激怒 し

た シラクが試合開始を待たずに競技場を後に

すると い う事件が あ っ た ｡

( 1 6)

革命的中央集権主義によ っ て中央 エ バ リ ヘ

の従属を強い られて きた周辺地域に と っ て ､

む しろ抑圧 装置 として機能 して きた 共和国

の 掲げ る理念は ､ ネグリが言う ｢ アイデン

テ ィテ ィ の 戦い を交える+ 相手 となりうる ｡

では , 周辺地域 ニ コ ルシカ にと っ て , 共和

国が どの よ うに抑圧装置 と して機能 して き

たの か を考えてみ た い ｡

5 .

コ ル シカは , 紀元前から歴史に登場する

時は常 に植民地 と して だ っ た ｡ 最初にや っ

て きた の は フ ォ ツ カイア ､ 次に エ トルリア

やカル タゴが代わ る代わる この 島の支配者

となる o 紀元前 2 5 9 年ごろ に ロ ー マ額 とな

り ､ ロ
ー

マ 帝国が衰退する と今度はヴ ア ン

グル族や東ゴ
ー ト族が 次々 と島を襲撃する

ように なっ た｡ 6 - 8 世紀には ロ
ー

マ 教皇庁

が領有を宣言する も, 8 - 1 0 世紀にはイス ラ

ム勢力の 支配を受け､
1 0 7 7 年からはピサ領 ｡

1 2 8 4 年に支配者はジ ェ ノヴ ァ ヘ 代わり､ 1 8

世紀までそ の 支配は続い た ｡ ジ ェ ノヴ ァ 支

配 の末期 にバ スク ワ -

レ ･ ディ ･ パ オリ とい

う今を も っ て コ ル シカ人 の 英雄 で ある 一 人

の 男が独立戦争を組織 し, 1 7 5 5 - 1 7 6 9 年と

い う短 い期 間は こ の 島が歴史上唯 一

海の 向

こう か らや っ て きた支配者 を持たなか っ た

時代 である o ジ ェ ノ ヴ ァ の 次にや っ て きた

の が ブル ボン王朝 の フ ラ ンス であ り ､ フ ラ

ンス の ｢支配+ は現在 にまで い たる ｡

コ ル シカが フ ランス に組み込まれた 1 7 6 9

年 には ,
こ の 島の歴史 にと っ てもう ー

つ 重

要な出来事が起 きて い た｡ 島の 南西部にあ

るア ジ ヤ クシオとい う街で ､ ナ ボ レオ ー ネ ･

ブォ ナパ ル テが こ の 世に生を受けた の も こ

の 年の こ とであ っ た｡

フ ランス に と っ て も この 後数十年は大変

な時代で あ っ た o 故に フ ランス の コ ル シカ

支配は , どう転んで もお か しくな か っ たか

も しれな い ｡ 独立戦争が終わ っ た の は大革

命が起
.
こる ほん の 2 0 年前で あり､ そ の後政

情不安の フラ ンスは コ ル シカの た め に力を

注い で い られ る余裕はな か っ た し､ パオリ

もまだ存命中で ある｡ 実際､
｢ ロ ン ドンで亡

命生活を送 るパ オリに と っ て も 『フ ランス

革命』は 朗報で あっ た｡ 旧体制によ っ て奪わ

れ た自由を回復 し ､ 独立を達成する チ ャ ン

スだ っ た+ (
1 7) と考え る こ とは十分可能で あ

る｡ しか し､ 革命 フ ランスが彼に与えた役割

はス ケ
ー

プゴ ー ト 一 つ まり , ブル ボン王朝

に対 して関 っ たパ オリ を､ 大革命に先立っ

てア ンシャ ン･ レジ
ー

ム打倒を果敢に試み た

英雄 とみ なし ､ コ ル シカを ｢ フ ラ ンス の 養

チ+ にする こ と
- だ っ た｡

しか し､ パ オリは独立 へ の 意思を捨て切

れず､ イギリス に支援を求め1 7 9 5 年には ｢ ア

ング ロ ニ コ ルス 王国+ が成立する｡ しかし ､

イギリスはそ れほど乗り気ではなか っ た し,

そ の 4 年後にはナボ レオ ー ネ ･ ブオナパル テ

改めナポレオン ･ ボナパル トがフ ランス共和

国の終身統領の 座に着く こ とになる ｡

歴史には , 決定的な偶然が存在する ｡ カ ー

ル ･

マ ル クス にとっ て ､ 歴史は全て階級闘争

に よ っ て説明で きる のかも しれない が , 時

系列 に沿う大きな流れの 中で全てが決定さ

れて い る のだとすれば , フ ランス の コ ル シ

カ支配がパ オリ以降大きな反乱もなく 19 世



現代フ ラ ン ス 及びフ ラ ン コ フ ォ ニ
ー

( 仏語圏) における文化社会的変容

紀 を通じて可能で あフた の か を説明す る こ

とがで きな い ｡
コ ルシ カは ､ ギ ィ ･ ド ･

モ
ー

パ ッ サ ンが ｢ 地中海に奪える 山+ と形容 した

杜 ど平野部が少なく ､ 土地が痩せ て い て , フ

ランス が こ の 島の 領有 に こ だわる理 由はそ

れ ほど多く はない ｡ 事実､ イギ リスは コ ル シ

カには ほ とん ど関心を払わなか っ た ｡ 近代

以前には ,
｢ 寄港地 と して ､ 中継貿易地 と し

て
､ 軍事的拠点 として+ (

1 g) 地中海の 中で コ ル

シカが位置する地理条件は 周辺諸国に と っ

て重要性を持 っ て い た が ､ 航海技術が 十分

に発達 して お り ､ 世界史 の 舞台 の 中心が既

に地中海で は なか っ た 1 9 世紀 にフ ラン ス が

コ ル シカに こだわる理由は どれ ほどの もの

があ っ たの か ｡ 実際 に ､
コ ル シカは フ ランス

国内で産業革命が進行する時代の 資本主義

の 発展か らは取り残 され ､ 見捨て られ て き

たの である ｡

コ ル シカの フ ラン ス化 が徹 底化 さ れ た ,

決定的な偶然とはナポ レオ ン ･ ボナパ ル トで

ある｡ ナポレオンが権力の 座 に着く前に , 国

民公会によ っ て コ ル シカには フ ラン ス の 他

県 と平等な地位 が既 に与 え られ て い たが ､

より重要だっ たの は ､ 熱烈な ロ ベ スピ エ ー

ル信望者で ｢ 革命の子+ を自認 したナポレオ

ン による ,
コ ル シカの フ ランス化で ある ｡ ナ

ポレオンが行 っ た こ とで重要な こ とは , フ

ラ ンス の 中央集権化 を図る法律の 制定 と施

行 もそうだが ､
コ ルシカに つ いて言えば ､ 反

革命的不穏分子の 徹底 した迫害 と虐殺 , 並

び に自身の 息 の かか っ たコ ル シカの 有力者

を中央権力に登用す る こ と, すなわち コ ル

シカにお い て ボナパ ル テ ィ ス ム を浸透 させ

たこ とで ある ｡ ナポ レオン の 行 っ た コ ル シ

カの フ ラ ンス 化は理念的なも の で ある以上

に遥か に流 血 によ る もの で あっ たが ､ そ の

後 に共和国化 一 つ まりフ ランス ヘ の ｢ 同化+

が進め られ る土壌を形成 した 点で極め て重

大な役割を果た した｡

共和国理念に基づい たコ ル シカの フ ラ ン

ス化 とは どの よ うなもの で あっ たか ｡ 共和

国にと っ て は ､ それは ｢ 自由 ･ 平等 ･ 博愛+ の

精神に基づい て ､ 他 の フ ラ ンス 諸県 と平等

な地位及び権利を コ ル シ カに付与す る こ と

で あ っ た ｡
一 方 コ ル シ カの 側か ら見れば ､ そ れ は侵

略行為 とい う こ と になる ｡ コ ル シカは歴史

上 それ まで フ ラ ンス とは大き く関わ っ て こ

なか っ た し ､ 文化的な親近性 はほ とん どな

か っ た ｡ とりわけ言語 にお い ては ､
コ ル シカ

で 話され て い る言語は標準イタリア語 に近

い ｡

革命 によ っ て誕生 した共和 国は , そ の 理

念 に基 づく国民の 編成 に着手す る ｡ ｢ 平等+

な市民の 結合 によ る ｢ 単
一

不可分の 共和国+

の 理念は ､ 革命 の 防衛 の 観点か ら もジ ャ コ

ピ ニ スム の 金科玉 条で あ っ た ｡ そ の た め の

大 きな役割 を果 たす国家装置が公教育で あ

り ､ 共和国の 学校で使用され ､ 教育され る言

語は フ ラ ンス語で ある ｡

･
- 集権的国家支配の もとに､ 共和国は革命

以来､ 地域後 を抑圧 し, 禁止するために可能な

す べ て を行 っ た｡ 共和国の 学校の ｢ 黒 い軽騎兵

たち+ ( 師範学校卒の 小学教師の こ と) は ､ フ

ラ ンス 語を母語としな い地方の 子供たちにフ

ラ ン ス 語を叩き込んだ (｢ 校庭 で唾を吐く こ と

と方言を話すこ とを禁ず+) a (
19)

フ ランス の 公教育に と っ て とりわけ重要

な出来事は 1 8 8 0 年代に小学校の 無償化 と1 4

歳 まで の 義務教育 を明記 した フ ェ リ - 法の

施行で あり ､
｢ 1 8 7 0 年 の普仏戦争の敗北後成

立 した第三共和制 に と っ て 国民統合は 差 し

迫 っ た 課題+ で あ っ た の で ､
｢ ナシ ョ ナル ･

アイデンテ ィ テ ィ を自覚する共和国市民の

育成が目ざされた+ ｡ ( 2 0)

｢ ナ シ ョ ナル ･

アイデンテ ィ テ ィ を自覚す

る共和国市民+ に コ ル シカ人を育成す るの

に更に決定的な役割を果 た した国家装置が

軍隊で あるo ア レクサン ドラ ･ ジ ャ ッ フ ィ
-

は軍隊の 重要性 に つ い て以下の よう に述 べ

て い る ｡

1 9 世紀 に徴兵された多く の若者にと っ て ､

兵役は ､ 島か ら出た後に フ ラ ン ス の 各地か ら

集 っ た他者と接触する最初の 場とな っ た ｡
フ

ラ ン ス語を話すこ とは軍隊の コ ンテ クス トに

お いて実践的な要求 となり ､ ( 中略) 国民の概

念は軍隊に お い て 生き られ た経験の
一

つ と
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な っ た .

( :l )

学校 ､ そ して軍隊 とい っ た国家装置によ っ

て コ ル シカ 人は フ ラ ンス 共和国 へ 編入 され

て い き , コ ル シカ固有 の 文化は ｢ 劣 っ た も

の ､ 恥ずか しい もの+ と見な され てきた ｡

しか し , 抑圧 され た民の 誇 りは消え去 る

こ とは なか っ た ｡ 1 9 世紀末には既 にコ ル シ

カ方言新聞 『トラム ン夕
- ナ』 が発刊され ､

2 0 世紀前半には自治主義新聞 『ム ー ヴラ』､

地域主義文学雑誌『コ ル シカ年報』が発刊 さ

れ た ｡ 第二 次世界大戦で フ ァ シ ズム と闘う

フ ランス の 国民編成は強化され たが ､ 戦後

1 9 6 0 年代に は地域主義が高揚 して い く ｡ そ

の 背景 と して は北ア フ リカか らの 引揚者が

コ ル シカに移住 し､ ｢ 引揚者は国の 財政的支

援を受け+ 島内で ワイ ンの 醸造 などに従事

し ｢ 瞬く 間に得 た成功や 富を不注意 に誇示

する もの もいて ､ 島民の苛立ちを掻き立て+
(2 2) た こ とや ､ 島で の地下核実験施設が計画

された こ と､ 7 3 年の ｢ 赤い 況+ 事件(
2 3) など

で 島民の 国 へ の 不満が高ま っ た こ とと ､
6 8

年 5 月革命か らの 思想的影響が上をヂられ る o

7 0 年代以降 ､ コ ル シカの地域主義, 並び

に自治主義は 形を伴 っ た結果に結び つ い て

い く ｡ 7 4 年 には 文部省 によ っ て コ ル シカ語

が地域語 として認定され ､ 公立学校での 教

育が認め られる ようにな っ た ｡ 大統領が社

会党の フ ラ ンソ ワ ･

ミ ッ テ ラ ンになっ た後､

8 1 年には コ ル シカ大学が コ ルテ に設立 ､
8 2

年には ｢ コ ル シカの 特別地位と権限に関す

る法+ によ りフ ランス本土に 8 6 年か ら開設

され る州 とは異なる特別地位を持つ コ ル シ

カ州議会が 開設､ 91 年 の ｢ コ ル シカ領域共

同体に関する法 ( ジ ョ ッ クス 法)+ によ っ て ､

特別 な権 限 が 付 与 さ れ た ｢ 領 域共 同体

c oll e cti vit 6 t e rrit o ri al e+ と いう地位に ｢ 昇格+

する｡ またコ ル シカ文化の 復興も , 主に音楽

の 分野で盛 んにな っ て きた｡ 7 0 年代 に結成

されたC an t a u P o p ul u C o r s u ( カン夕
･ ウ ･ ポ ー

プル ･ ゴ ー

ルス) が先陣 を切 っ てか ら､
コ ル

シカ の 民族音楽 ､ ポリ フ ォ ニ
-

は大きな成

功 を収め ､
I M u v ri ni (イ ･ ムヴリ -

ニ) はス

テ ィ ングの よ うな大物 ロ ッ クス タ ー

と競演

す るま で にな っ て い る｡

7 0 年代以 降の コ ル シカの アイデ ンテ ィ

テ ィ の 高揚に音楽 の 力が果た した役割は極

めて大き い ｡ これ まで ｢ 劣 っ た もの ､ 恥ずか

しい もの+ と見なされ て きて い た 島の文化

に自信を取り戻させ た ､ 音楽家の 功績は重

要で ある｡

そ の ような文化 の 政治学を率むコ ル シカ

の ポリ フ ォ ニ
ー

で は ､ しば しば島へ の 愛着

が歌の題材に選ばれ る ｡

コ ル シカ人よ / 胸をは っ て / 歌うんだ/ 独

立の うたを/

く さりを とかれ / 自由にな るんだ/ なにも

か も強い る/ フ ランスをはね つ け(
三4)

し か し ､ こ の プロ テス トソ ングの よ うに

フ ランス / コ ル シカの 関係を抑圧者/ 被抑

圧者の 二項対立に還元する こ とで は説明し

きれ ない 問題が ある｡ ｢ コ ル シカ+ に とっ て

｢ フ ラ ンス + は ､
｢ 我+ に対す る ｢ 汝+ である

だけで はなく ､
｢ 我+ でもある はずで ある ｡

こ の 歌にお い て ｢ フ ランス+ とい う言葉

は ､ 何を指 し, また何 を指して い ない の か o

こ の コ ンテ クス トにおい て コ ル シカがそ こ

に含まれて い ない こ とは 間違い ない ｡ で は

バ スクやブルタ ー

ニ ュ とい っ た ､
コ ル シカ

同様他民族の 文化を生きる こ とを強 い られ ､

失われ 蔑まれ た文化 とアイデンテ ィ テ ィ の

尊厳 を取り戻すた め に闘 っ て い るフ ラ ンス

の 他の 地域は含まれて い る の だろうか ｡ ま

た ､ フ ランス の 旧植民地 出身で様々 な肌 の

色を した共和国市民は含 まれて い る の だろ

うか ｡ 彼 らは含まれて いない の だ としたら ,

で は ｢ フ ランス+ とは 誰を､ あるい は何を指

す言葉になるの か ｡ 具体 的な人々 に当て は

め る言葉ではなく , 共和国 ･ 革命の理念､ 転

じてイ デオロギ ー

を指す の だとしたら ,
コ

ル シカは そ こに含まれて い ない の で あろう

か ｡

6 .

観光ガイ ドや ､ あるい は しば しば学術 的

な著作 にお い て もコ ル シカの 歴史の 概略や
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簡易な年表に 削 1 て ､
｢ 語 られる こ と+ / ｢ 語

られ ない こ と+ は これ まで ほ とん ど同 じ構

造を持 っ て い た ｡ 例えば ､
こ の よう な記述 に

なる ｡

コ ル シ カ島はナポレオ ン の生地と して有名

だが , フ ラ ン ス 領 とな っ た のは ナポレオ ン の

生まれる1 年前, ち ょ う ど フ ランス 革命が勃発

する 20 年前の こ とだo そ れ までは , ロ
ー

マ 帝

国に続き ､ ピサや ジ ェ ノヴ ァな どイタリア諸

侯の支配下におかれ て い た ｡
1 7 6 8 年 ､ ヴ ェ ル

サイ ユ 条約によ り コ ル シカが ジ ェ ノヴ ァ から

フ ラ ン ス に譲渡されたが ､ そ の 前後に パ ス カ

ル ･ パ オリを首長 とする独立戦争が起 こ っ た ｡

2 0 世紀に入り ､ 農業 ･

牧畜意外にこれ と い っ

た産業がなく ､ 経済基盤の 弱い コ ル シカ島か ら

フ ランス本土や海外植民地に職を求めて の離縁

組があとを絶たなか っ た ｡

第
一

次 ･ 第 二次大戦をは さんだ 19 2 0 - 3 0 年

ごろ, 島の 将来に危慎 を抱いた地元紙が コル シ

カの 権利要求運動 ( ムヴリ ス ト) を展開した時

期もあ っ た｡ (
:5)

これは極端な例で あるか も しれ ない が ､

しか し多くの 歴史記述 は上 に引用 した文 と

ほぼ同じ構造 を持 っ てお り ､

1
･ 紀元前からイタリア半島の 勢力を中心

とする他者の 支配下に おか れて い た ｡

2
･ 1 8 世紀前半に ジ ェ ノヴ ァ 支配 に対す

る独立戦争を蜂起 した が ､ フ ランス軍

に鏡圧 さ れ そ の後フ ラ ンス の 支配は

現在に まで至る ｡

3
･ 貧しい 島か らは流出者が絶えず ､ 島は

衰退を続ける ｡

4
･ そ の後不満が高まり自治要求などの運

動が高揚 ｡ 現在 に至る ｡

とい っ た展開となる｡ コ ル シカの作家 ･ 歴史

家の ロ ベ ー

ル ･ コ ロ ンナ ･

ディ ス トリアもフ

ラ ンス併合後 の コ ル シ カの 歴史 は簡潔に 3

つ の 時期に分けられ る と述 べ て い る ｡ ( 2 6) 第
一

期は 1 7 6 8 年から1 8 7 0 年で ､ こ の 時代 には

フ ランスが コ ル シカを フ ラ ンス化する ため

に腐心 した ｡ コ ル シ カ に特 別 な計 らい を

とっ て い たナポレオン三 世の 第 二帝政崩壊

と共に この 時代は終わる ｡ 第 二期は 1 8 7 0 年

か ら 1 9 6 0 年に フ ランス が植民地政策に 力
■
を

注ぎ ､ 山がちで資源も少な い コ ル シカの 開

発 に フ ラ ンス が関心 を示 さ なか っ た た め ､

島か ら流 出者が 絶え なか っ た衰退 の 時代で

あり
､ 第三期の 1 9 6 0 年代以降は権利要求の

時代 とな る ｡

私が 問題に した い の は ､
コ ロ ンナ ･ ディ ス

トリ ア の 分類 に よ る第 二 期 ､
1 8 7 0 年か ら

1 9 6 0 年に ｢ フ ラ ンス本土や海外植民地 に職

を求め て+ 離散 した コ ル シ カ人に つ い て の

記述で ある ｡ こ う した歴史記述におい て記

述する主体は コ ル シカが フ ランス の 支配 に

よ っ て置か れ て い る隷属状態を語ろう とす

る ため ､ 貧困か ら抜け出すため に ｢ 海外植民

地 に職を求め+ る離散者 と して の コ ル シカ

人 しか語 らない ｡ 植民地が語 られ る とき に ､

植民者 の 表象 しか 行わ れず､ 被植民者 の こ

とが語られない の は何故なの だろうか ｡

こ の 間題 は コ ル シ カを , 国民国家 エ フ ラ

ンス にお ける内国植民地 と して だけ語ろう

とし ､ 国民国家 へ の 異議を申し立て る隷属

地域 として扱う こ とか ら起 きる ｡ そ れ は間

違 い では ない ｡ しか し
､ そ れ は事実で もな

い
｡ 英国の 東欧史研究者ノ ー

マ ン ･ デイヴィ

ス は ｢ カメ ラは歴史家と同じよ うに､ 常 に嘘

を つく+ (
2 7) ( 強調は 引用者) と述べ て い る｡

｢ - ･ 修正 をい っ さい 施 さな い 写真家で も,

ア ングル や撮影 の 瞬間の タイ ミ ング , 光 線

やト -

ン ､ 写真の テ クス チ ュ ア ､ なかで も被

写体 を自由に選択す る ことに よ っ て , 人目
● ● ● ● ● ■ ● ●

●

に さ ら したの と同 じ分だけ隠 してお く こ と

もで き る ｡ + ( 強調は 引用者) こ の こ と は ､

そ っ く りそ の まま歴史家にも当て はま る ｡

S C バ ス テ ィ ア のサポ ー タ ー

が ｢ ラ ･ マ ル

セイ エ ー ズ+ に野次を飛ば したの は ､ 事実で

ある ｡ しか し ､ そ の 事実を言吾る こ とによ っ

て ､ 記述は ( 間違い なく存在する) フ ラ ンス

代表 の応援 をする コ ル シカの 人々 の こ とを

｢ 隠 して+ しまうの で ある ｡

しか し､ 問題はそ こ にはない ｡ なぜなら先

に述 べ たように カメラ も歴史家も ｢ 常 に嘘

をつ く+ の で奉るか ら､ 重要な ことはそ の こ

とにではなく どの よう な ｢ 嘘+ をつ く の か ､

と い うこ とに ある｡ そ して ､ そ の ｢ 嘘+ は何

の ため につ かれ たの か ｡

コ ル シカは フ ラ ンス の 内国植民地で あっ
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た だけで はない ｡ 紛れ もなく フ ランス 共和

国並び にフ ラ ン ス帝 国の 一

部で あり ､ 加 え

て ､ そ の イデオロ ギ ー

を最も強力に実行 に

移 した集 団で あ っ た と言う こ と もで き る ｡

フ ラ ンス によ っ て 植民地状態に置か れな が

ら, あるい はそ れ故､ フ ラン ス人 として振舞

う こ と が 生死 の か か っ た ｢ アイ デン テ ィ

テ ィ の ための 戦い+ で あ っ た コ ル シカ人は ､

フ ラ ンス史にお ける 二 人の 皇帝だけが 決 し

て例外 なの で はない ｡ コ ル シカ人の 公務員

志向は現在で もよ く知られて い る｡ サイ ゴ

ン に生まれ ､ コ ル シカ 人の 父 と ベ トナム人

の 母を持 つ 作家で歴史家の フ ィ リ ッ プ ･

フ

ラ ンキニ は ｢ コ ル シカ人以上 の帝国 主義者

を見 つ けるこ とは困難で あっ た｡ + (
28 ) と述 べ

て い る o 故に ､ 私たちは ｢ 胸 をは っ て独立の

歌を歌う コ ル シカ人+ と ｢ なにもか も強い る

フ ラ ンス 人+ とい う単純な二項対立は ､ それ

ほど自明な構造で は なく ､ 修正 は施さな く

て も､ ア ングルや撮影の 瞬間の タイ ミ ング

そ の 他 と , とりわけ被写体 を自由に選択 し

て表象した ｢ 万 年筆+ の ｢ 嘘+ である こ と と,

そ の ｢ 嘘+ の 目的を確認 してお かな ければな

らない ｡

私が こ の こ とを殊更に取 り上げる必要性

を感 じる の は ､
コ ル シカ人 が帝国主義者で

あっ た過去を穿り返 して ､ 断罪するためで

はない こ とを述 べ て お い た ほうが 良い か も

しれな い ｡ より重責な問題は ､ 国家の 周縁 に

おか れ たコ ル シカ人が 国家権力の 忠実な体

現者となるに至る原因で ある ｡ 共和国にお

ける権 力の 構造は抑圧者/ 被抑圧者 とい っ

た単純な上部 一 下部構造で は説明で きない

の で ある ｡ そ して コ ル シカの よ うな周辺地

域に と っ て共和国の理念は抑圧 装置で ある

だけで なく ､ 解放 の手段で もあり､ それ散開

題は複雑で ある ことを認識しなければ なら

ない の で ある ｡

7 .

国家権力の遂行者で あるコ ルシカ人 とい

うス テ レオタイプは ､ 実際フ ラ ンス 人の 間

で
一

般的に広く普及して い る｡ フ ラ ンキ ニ

の 『コ ル シ カ人 の ス テ レオタイプ』 (原題 :

L e s C o r s e s id e
'

e s re g u e s ) には ､
｢ コ ル シカ人

は 税関吏か 曹長 か刑務所 の 監視 員 で ある+

とい うス テ レオタイ プをめ ぐる分析に 一 章

が割かれ て い る ｡

そ の 極端な例は , 例えばセ リ -

ヌ の 『夜の

果て の 旅』 に登場する ､ 仏領赤道 ア フ リカ

( 小 コ ンゴ - ) に赴任 して い るダラッ パ 中尉

の 表象 に見られ る o セリ ー

ヌ は ｢ 単に租税 を

しぼ り出す目的で被征服民 を鞍 打ち ､ ( 中

略) 恥知らずな個人的分け前を取 りの ける､

い わば ロ ー

マ風 の , グラ ッ パ中尉 の文明+
2 9

は中尉が コ ル シカ人である こ とに属す性質

だ とは説明 して い ない し ､ グ ラ ッ パ 中尉 に

対 して だけコ ル シカ人 で ある こ とを明示 し

て い るの で は な くほ とん どの登場人物がそ

の 出身地 を記され て いる の だが ,
コ ル シカ

人の グ ラ ッ パ 中尉を この よう な官職並びに

性格 を持ち合わせ た人物 と して 表象して い

る の は ､ やは り フ ランキニ の 述 べ るス テ レ

オタイプの
一

例で ある o

コ ル シカの 人口 は約 2 5 万人で , フ ラ ンス

の 総人口 に占め る割合はおよそ 0 .7 5 % とな

る ｡ しか し ､ 植民地の 軍人の 中で コ ル シカ人

が 占める割合は 2 2 % にも上 る ｡ (
3 0) フ ランス

植民地支配の 歴史にお い て コ ル シカ人が 果

た した役割は極めて大きい ｡

しか し私たちは ､ なぜ ､ 他者 - フ ランス に

よ っ て支配されて い る コ ル シカ人が こ の よ

う に積極的に フ ラ ンス帝国主義に加担する

こ とにな っ たの かを 問わなくて はならない ｡

最も大 きな理由は , 既 に述 べ た とお り策二

帝政崩壊以降見捨て られた島とな っ たため ､

生死の か か っ た エ クソダスで あ っ たか らで

ある ｡

しか し ､ 1 9 世紀後半か ら2 0 世紀前半に ､ 同

じよ うに資本主義 の発展か ら取り残された

他 ヨ ー

ロ ッ パ 周辺地域 , ある い は 民族が

辿 っ た道の り と比較す ると､
コ ル シカ人の

選択は特殊な事情に彩 られて い る ことも分

か る ｡ 1 8 4 5 - 1 8 4 8 年 の ジャ ガイ モ の病害か

ら起 こ っ た大飢健 の 際アイル ラン ド人はア

メリカ大陸を目指した. ロ シア帝国内の 少

数民族 ､
とりわけユ ダヤ人も ｢ 1 8 8 0 年代 -
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1 9 1 0 年代の 4 0 年間に洪水 の よ う に押 し寄せ

た｡ +
(3 1) 彼 らの 後に続 き ｢ 土地 を もた ない 南

イ タリ アの 農民+ が大西洋 を渡 り ｢ 1 9 0 0 年

頃にはア メリカ全土で約1 5 0 万人 ぐらい のイ

タリア人が い た と い う｡ + (3 ヱ)

こ の時代 に ､ 工業化が進 み世界 の 大国の

地位 に上 る 寸前で あ っ た合衆 国は , 故郷 を

出ざる を得なか っ た ヨ ー

ロ ッ パ の 人 々 が目

ざす移住先 として第 一 番目の 選択肢 で あっ

た ｡ ニ ュ
ー ヨ ー

ク を目指 したコ ル シカ人 も

いた｡ しか し
, そ の 数はそれ程多くはない ｡

元々 の 人 口 が少ない ため で もあ るが ､ 実際

はイタリ ア人や ユ ダヤ人に ｢ 葦やか な摩 天

楼 , きらびやかな繁華街+ で は なく ｢ 人口 の

密集するス ラム がひ ろ が っ て お り ､ 貧 困と

疎外 ､ 低劣な労働条件､ 低賃金 ､ 長時間労働 ,

頻繁な失業 ､ 病気､ 犯罪 ､ 差別に苦しむ+ (
3 3)

過酷な ｢ 移民+ と して の 生活が待 っ て いた の

に対 して ,
コ ル シカ人に と っ て は ｢ フ ランス

人+ として の ス テ
ー タスで 赴く植 民地の ほ

うが移住先 として好 ましか っ たか らで ある ｡

そ して
, 彼 らは植民者 として の 任務 と人生

を通 じて ｢ フ ランス人+ とな っ て い く の で あ

る｡

しか し､ 彼らは制度 上 フ ラ ンス 人 として

の 地位を享受する 一

方 , 植民地に お い て コ

ル シカ人と して の アイデンテ ィ テ ィ と共 同

体 を保 っ て い た こ と も知 られ て い る ｡ フ ラ

ンス におい て は ｢ 野蛮+ だと見なされて い る

コ ル シカ人は ､ ア ジアや北ア フ リカなどの

非ヨ ー

ロ ッ パ世界 にお い て はそ の よ うな ま

なざ しを受 ける こ とは なか っ た の で ある ｡

特 に フ ラ ンス 併合以降 ､
コ ル シカ人 は メリ

メなどの ロ マ ン主義文学者の 仕事 に代表さ

れる ように ,

一 方的に 眼差 され る客体と し

て あっ た｡ 彼らは フ ラ ンス におい て そ の 普

遍主義に基づ い た自由と平等 を手 に入れ る

ため には ､
コ ル シカ性を捨てて ､ 他者 の文化

= フ ランス文化を身に つ けな ければ ならな

かっ たの である ｡ しか し､ 植民地にお いて は

彼らが 本国 におい て被 っ て い る差別は 問題

とならなくなる ｡ 何故 ならコ ル シカ人は 白

人で あるか らだ｡ 実際 に肌 の色が白 い か ど

うか には関わ らず ､ 彼 らは ヨ ー ロ ッ パ文明

の 一

員 と して 振舞う こ とが許 され る人々 な

の で ある ｡ ｢ 半分ア フ リカ人 ､ 半分 ヨ ー

ロ ッ

パ 人 とい う分類不能な地中海の 混血+
` 34'

と差

別 されて い た コ ル シカ 人に と っ ては ､ 白人

間に もア ングロ - サク ソ ン
､ ゲル マ ン, ア ン

グロ ニ ケル ト､ 東欧系 , 南欧系とい っ た細か

い差別が存在するア メリカ合衆国よ り ､
｢ 白

人+ と ｢ 非白人+ の 二分法で成立 して い る植

民地 の ほ うが ハイ ム リ ッ ヒな (居心地 の 良

い) 思い がで き るの で ある ｡

果た して こ の こ とは特殊 1 9 世紀コ ル シカ

の 事情で ある の だろうか ｡ 恐 らくそ う で は

な い ｡ 被抑圧者に と っ て最 も重要なリアル ･

ポリテ ィ クス は , 抑圧か ら解放 され る こ と

で ある ｡ 被抑圧者が解放 され るため に ､ 自身

を抑圧す る権 力構造 に対 して聞い を挑む よ

り も, 権 力構造 に与す る方法 を選択する こ

とは ､ 決 して 珍 しい話で はない ｡ そ の とき ､

抑圧 者 と被抑圧者 の 関係は上 部
一

下部構造

で 捕らえ る こ とはで きない ｡

フ ランス 共和 国/ 帝国とい う場 にお い て ､

誰が抑圧 され て い る の か を問う こ とはそ れ

程難 しく ない ｡ しか し､ 具体的な個人や共同

体 として ､ 誰 が抑圧者で ある の か を問う こ

とは非常 に困難で ある ｡ ジ ャ コ バ ン共和 国

の 理 念 - イデオ ロ ギ - が問題なの か ｡ しか

し､ 先 に引い た ア ンリ の 発言 に表 され て い

るよ うに ､ 革命 の 思想 は現代でも有効な解

放の 手段で ある ｡ 共和 国をす ぐさ ま侵略の

イデオ ロギ ー

と片付けて しま うこ とは , 決

して で きな い と こ ろ に ､ 共和 国の 問題 の複

雑 さがある の で ある｡
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